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国立環境研究所のオープンサイエンスへの取り組み研究データへのDOI付与
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地球環境研究センター (CGER)
Center for Global Environmental Research

日本最大規模の

温室効果ガスの観測網

人類が地球環境に及ぼす影響を科学的に解明し、的確な環境保全対策を講ずるための基礎づくりを行うことを目的に、わが国の地球環境研究に関わる中核的機関として1990年に発足。
地球温暖化研究の中心的組織して研究を推進するとともに、地球環境モニタリング・データベース構築、スーパーコンピュータの運用・データ解析環境の整備などの研究支援、学際的・省際的な地球環境研究の総合化など地球環境研究を基盤的に支える事業を実施。



特色

データフォーマットを統一（AMES）
クイックビュー機能（自動グラフ表示）
リアルタイムデータ（速報値）の充実

複数のデータ検索手法
解析支援ツール（流跡線解析など）

GED:地球環境データベースクイックプロット（可視化）・デジタルデータ提供、...

X軸、Y軸が任意に選べる時系列、緯度・経度変化・高度分布表示に対応

地球環境モニタリングをはじめと

する地球環境関連プロジェクトの

データ公開を強化

デジタルデータにDOI付与

クイックプロット

http://db.cger.nies.go.jp/portal/geds/atmosphericAndOceanicMonitoring



オープンサイエンス化に向けた対応
背景:地球環境データベースに研究データを提供している研究者から研究データにDOIを付与したいとの要望があった。
調査したところ、世界的な流れとして、これまで文献を中心に付与されていたDOIをデータにも応用する動きが欧米を中心に進められていることがわかった。国内機関としては、研究データへのDOI付与例はまだなく（2015年2月時点）、パイロットプロジェクトが進行中であることがわかった。
→DIASの1メンバーとして、「研究データへのDOI登録実験」(以下、JaLCプロジェクト）に途中参加。
武田英明, 村山泰啓, 中島律子 「研究データへのDOI登録実験」、情報管理 Vol. 58 (2015) No. 10 p. 763-770

走りながら考える…



第２期地球環境情報統融合プログラム(DIAS-P)(2011～2015: 5年間)

第1期DIAS: 2006～2010の5年間で実施済み。

地球温暖化関連データセットの投入

GRENE-eiとしてJaLTERデータを投入



JALCプロジェクトとオープンサイエンス勉強会
 2015年2月27日の公開イベントにて、DIASからの代表者（北本さん:

NII）に情報交換を依頼。DIAS-DOIメーリングリストに加えてもらう。
 翌月のDIAS-DOI関係者ＴＶ会議にて、GEDの紹介および研究データへのDOI付与検討中であることを説明。DIASの一員としてJaLCプロジェクトに参加させてもらえることになる。
 以後、毎月のDIAS関係者によるオープンサイエンス勉強会（TV会議）、および３ヶ月に一度程度のJaLCミーティングに参加し、DOI付与システムのテストやガイドライン作成に参加。
 JaLCプロジェクトは2015年9月に終了、12月に最終報告会。
 2016年6月3日 「研究データ利活用協議会」がJaLCにより設立。
（JaLCプロジェクトでできた、分野を横断した実務レベルの研究データ担当者のコミュニティを継続）
→オープンサイエンス勉強会は発展的解消。



DOI付与に向けた工程表を作成
• DOI付与対象データの選定
• メタデータの作成支援
• ランディングページの作成
• 実データ・メタデータ管理用データベースの構築・運用

研究データへのDOI付与に向けた対応PHASE 1: CGER内
 CGER内での意識共有、体制作り
 CGER内の DOI ニーズの把握
 CGER研究データへのDOI付与

 CGER内での意識共有、体制作り
 CGER内の DOI ニーズの把握
 CGER研究データへのDOI付与



 情報部⾧にNIESとしてDOI付与の方針を提案。(2015年春）
 企画部・情報部と連携について相談。(2015年10月）
 理事⾧・理事への方針説明。了承を得る。(2015年10月）
 第一回オープンサイエンスセミナーを開催（企画部・地球Ｃ共催）。（2015年12月）

講師:極地研の矢吹裕伯氏＆南山泰之氏
 JaLC入会手続きについて情報部と相談（2015年12月）
 JaLC会員申請を情報部主導で進める。

→JaLCにてDOI名登録準備完了（2016年6月）

研究データへのDOI付与に向けた対応PHASE 2: NIES 全体へ

NIESとして初めて研究データにDOIを付与して公開(2016年9月1日）NIESとして初めて研究データにDOIを付与して公開(2016年9月1日）



GED:DOI付与 DOI:10.17595/20160901.001メタデータ ランディングページ XMLファイル DataCite検索結果

波照間ステーションにおける大気CO2 濃度の連続観測データセット



他機関における事例:極地研

矢吹 「 研究データへのDOI登録実験プロジェクト最終報告書」 （2015）より

ADSメタデータマネージメント
システム(ADS-AMS)により、メ
タデータ管理とデータアーカイ

ブを一元的に実施している。メ

タデータおよび実データは研

究者によって作成される。メタ

データ登録時には、システム

がADSメタデータスキーマに従
ってチェックを行い、登録者に

フィードバックする。

DS-AMSは、国立極地研究所DOI付与ポリシーに従って管
理者のみがDOIを登録する機
能を持つ。また、すべての登

録データは、メタデータをもと

にランディングページが自動

的に作成される。

国立極地研究所 北極域データアーカイブシステム（ＡＤＳ）



データへのDOI付与への流れ:研究の現場で
学術出版社によるデータ提出要請論文出版のタイミングで、使用したデータの公開を要請する雑誌が増えている。データ出版時のDOI付与要請投稿時に、DOI付与が条件となっているデータジャーナルが増えている。研究データ管理の手法として国際的に広く利用されるデータを中心に、DOIを通じたデータ利用状況の把握への期待が高まっている。
論文付属データ

「論文付録」的な位置づけのデータ。

データは特定の論文に紐づいている。

論文データを再利用できるよう、デー

タや図表などを分離。

論文の正当性のためには再現性が

必要。

研究資源データ

観測成果や調査成果などのデータ。

データは特定の論文に紐づいてい

ない。

最初から再利用を意図しており、

データ論文はその後押し。

データの再利用が進むことに大きな

価値。

北本朝展.データDOIのガイドラインに関する考察. JaLCミーティング資料（第5回 2015.6.3）より



研究データへDOI付与:論文付属データ
研究者にとっては義務でしかない。 より楽に、より速く...

Figshare, ZENODOのような無料リポジトリサービスには勝てない。

論文付属データ

「論文付録」的な位置づけのデータ。

データは特定の論文に紐づいている。

論文データを再利用できるよう、デー

タや図表などを分離。

論文の正当性のためには再現性が

必要。

観測成果や調査成果などのデータ。

データは特定の論文に紐づいてい

ない。

最初から再利用を意図しており、

データ論文はその後押し。

データの再利用が進むことに大きな

価値。

Hufton, ScientificDataUpdates, March 8, 2005.

Natureお勧めリポジトリ OpenAIREplus, CERN

データのデポジット、
DOI付与が即完了!



研究データへDOI付与:研究資源データ
データ引用時にデータ作成者の成果となる。

「論文付録」的な位置づけのデータ。

データは特定の論文に紐づいている。

論文データを再利用できるよう、デー

タや図表などを分離。

論文の正当性のためには再現性が

必要。

研究資源データ

観測成果や調査成果などのデータ。

データは特定の論文に紐づいてい

ない。

最初から再利用を意図しており、

データ論文はその後押し。

データの再利用が進むことに大きな

価値。

研究者にとってもメリットがある。データ更新に対応でき、最新データを利用してもらえる。

多少の手間・時間がかかっても信頼できるリポジトリから公開したい。
データのQCを考慮。



D

論文とデータの関係

2015/5/29北本朝展、オープンサイエンス勉強会

原著論文 データ論文

論文付属データ（デポジット） 研究資源データ（レポジトリ）
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まとめ
国立環境研究所地球環境研究センター (CGER) では、2016
年9月1日より、地球環境データベース (GED) から公開してい
る研究データへのDOI付与を開始した。
きっかけは、研究現場からの要請であったが、データ公開へ

の意識の高い研究者はまだごく一部であり、多くの研究者に

とって、データ公開は面倒なものと捉えられている。

義務化が進む論文付属データについては速さと容易さで外部

サービスには勝てないが、研究資源データは機関からのDOI
付与にメリットがあると考えられる。



今後の課題現場レベル
 メタデータ登録をはじめとするデータ管理に必要な作業のシステム化
 データ公開ポリシーの策定（保存・公開すべきデータ・期間等）
 データリポジトリの検討
 データフォーマットの統一
 データの品質管理を行う仕組み作り
 研究者の理解・意識の向上
 データ管理者・データキュレーターの確保
社会・コミュニティレベル
 研究者に対するインセンティブ向上

関係省庁・研究資金配分団体の姿勢・方針
データ出版に対する評価（Data citation index...）
データ駆動型科学の推進

 データの相互運用性の向上

予算・人材が不足している中、全てを自前で準備するべきなのか?
共通基盤整備の計画があるのならば、そこに乗った方が良い?

それでなくとも現場で早急にやるべきことは山ほどある。


